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今
年
六
月
に
「
要
介
護
１
」
の
認
定
を
受

け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
始
め
た
一
関
和
子
さ
ん(

76
歳)

。

腰
や
足
に
つ
ら
い
痛
み
を
抱
え
る
和
子
さ
ん

に
近
所
の
人
が
介
護
保
険
の
申
請
を
強
く
す

す
め
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

和
子
さ
ん
は
、腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
の
た
め
、

立
ち
上
が
っ
た
り
、
段
差
を
の
ぼ
り
降
り
す

る
こ
と
が
困
難
で
、
家
の
中
で
も
杖
を
持
ち

歩
く
生
活
で
す
。
外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

き
な
ど
は
、
玄
関
の
段
差
を
歩
い
て
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
家
の
中
を
は
っ
て
移
動
し

た
り
、転
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
は
、
ご
主
人
の

敏
郎
さ
ん(

81
歳)
が
こ
な
し
、
お
子
さ
ん
も

手
を
貸
し
て
く
れ
る
の
で
、
課
題
は
、
和
子

さ
ん
が
家
の
中
で
安
心
し
て
動
け
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
相
談
し
、
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う

に
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
支
給
の
制
度

を
利
用
し
て
、
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
に
手

す
り
を
取
り
付
け
、
玄
関
の
大
き
な
段
差
を

解
消
す
る
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
こ
と
を
話
に
は

聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
使

う
も
の
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
。
初

め
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
び
っ
く
り
。

た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
手
す
り
や
台
の
お
か
げ
で
、
立
っ
た
ま

ま
楽
に
玄
関
の
出
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
し
、
安
心
感
が
あ
っ
て
喜
ん
で
ま

す
」
と
和
子
さ
ん
。「
手
す
り
が
つ
い
て
ひ

と
安
心
で
す
。
転
ん
で
助
け
を
呼
ば
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
敏
郎
さ
ん
も

ニ
ッ
コ
リ
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
家
で
二
人
仲
良
く
暮
ら

し
て
い
た
い
と
い
う
和
子
さ
ん
と
敏
郎
さ
ん

の
願
い
を
、
介
護
保
険
も
ち
ょ
っ
と
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険

問い合わせ

段差が小さくなって出かけるときの気分も軽くなりました

介
護
保
険
課

tel (

８
６
６)

２
０
６
９

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
や
そ
の
ご
家

族
の
生
活
に
と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

要支援以上のかたで、いま住んで
いる(住民票のある)住宅に、①手すり
の取付②段差の解消③滑りの防止・
移動の円滑化などのための床材の変
更④引き戸などへの扉の取替⑤和式
から洋式便器への取替ーなど住宅改
修費の支給対象となる工事を行った
場合、20万円までの工事であれば、
改修費の９割相当額(18万円が限度)を
支給します。
内容によっては、介護保険の対象

にならない場合がありますので、工
事内容や申請方法を、必ず事前に介
護保険課またはケアマネジャーなど
にご相談ください。

住宅改修費の支給

手すりや台を取り付けて
安心して動ける家に
なりました

介
護
保
険

利
用
広
が
る

和
子
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に



秋
田
市
の
要
介
護
認
定
者
数

は
、
今
年
七
月
末
現
在
で
一
万

九
百
九
十
七
人
。
昨
年
同
時
期

と
比
べ
千
百
八
十
四
人
増
加

し
、
六
十
五
歳
以
上
の
市
民
の

ほ
ぼ
五
・
五
人
に
一
人
が
認
定

を
受
け
て
い
る
状
態
で
す
。

平
成
十
四
年
度
に
秋
田
市
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
た
費

用
は
、
約
百
三
十
一
億
円
で
し

た
。
前
年
度
に
比
べ
、
約
十
二

億
七
千
万
円
多
く
、
約
一
一
％

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、

平
成
十
四
年
度
は
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
に
使
わ
れ
た
費
用
の
割
合

が
三
三
・
一
％
と
、
前
年
度
の

二
八
・
四
％
よ
り
四
・
七
％
伸

び
て
い
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
増
え
て
い
ま
す(

グ
ラ
フ

１
参
照)

。

介
護
保
険
は
加
入
者
全
員
が

保
険
料
を
負
担
し
合
い
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
人
た
ち
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
助
け
合
い

の
仕
組
み
で
す
。
そ
の
費
用
は
、

一
割
の
自
己
負
担
を
除
い
た
約

半
分
を
被
保
険
者
の
保
険
料

で
、
残
り
半
分
を
国
・
県
・
市

の
公
費
で
負
担
し
、
国
民
み
ん

な
で
支
え
合
う
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す(

グ
ラ
フ
２
参
照)

。

第
二
号
被
保
険
者(

四
十
〜
六

十
四
歳
の
か
た)

の
保
険
料
は
、

医
療
保
険
と
一
緒
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
納
め

た
保
険
料
は
、
い
っ
た
ん
国
の

機
関
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

総
事
業
費
の
三
三
％
分
が
市
に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
割
合
は
、
三
年
ご
と
に

一
号
と
二
号
の
被
保
険
者
数
に

基
づ
き
国
で
見
直
し
が
行
わ

れ
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
三

十
二
％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
も
十
七
％
か
ら
十
八
％

に
な
り
ま
す
。

グラフ２

グラフ１

介護サービスに使われたお金

介護保険事業に入ったお金

14年度は約131億円の
サービス利用がありました

第２期秋田市介護保険
事業計画を策定しました

平成15年度からの事業計画・
保険料については８ページへ。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
が
増

助
け
合
い
の
仕
組
み

※国の負担金は、定率20％と第１号被保険者保険
料の地域格差を調整する５％相当分の合計で、
秋田市では24.4％になっています。0.6％分は第
１号被保険者が負担しています。

※
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在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

わ
か
り
や
す
く
選
択
で
き
る
よ
う
、
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
を
掲
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
介
護
保
険
の
住
宅
改
修

に
お
け
る
手
す
り
や
段
差
解
消
、
ト
イ
レ
の
改

修
な
ど
の
工
事
を
掲
載
し
た
事
例
集
を
作
成

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
住
宅
改
修
利
用
希
望

者
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
市

介
護
支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー)

連
絡
協

議
会
会
員
な
ど
を
対
象
に
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

在
宅
で
生
活
す
る
重
度
要
介
護
者
を
介
護
し
て

い
る
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
世
帯
へ
、
年
二
回
、
半
年
ご
と

に
月
三
千
円
相
当
の
秋
田
市
共
通
商
品
券
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

住
宅
改
修
の
事
例
集
を
作
成

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修

在
宅
介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業

15
年
度
の
新新新新
事
業

市
民
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
「
わ
か
り
や
す
い
情

報
提
供
を
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
研
修
の
機

会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
取
り

入
れ
て
、
次
の
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
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秋
田
市
で
は
、
平
成
十
二
年
三
月
に
策

定
さ
れ
た
「
第
一
期
秋
田
市
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
の

円
滑
な
実
施
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
き
、
五
年
を
計
画
期
間
と
し
て
三

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第
一
期
事
業

計
画
策
定
か
ら
三
年
を
迎
え
た
今
年
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
五
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
二
期
秋
田
市

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
社
会

福
祉
審
議
会
高
齢
者
専
門
分
科
会
と
、
公

募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員
を
含
む
市
介

護
保
険
運
営
協
議
会
を
合
同
開
催
し
、
審

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
審
議
の
中
で
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
出
さ
れ
た
市
民
の
意
見
に

つ
い
て
も
話
し
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

実
績
と
市
民
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
反
映

さ
せ
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
計
画
で
は
、
現
状
の
課
題

へ
の
対
応
を
盛
り
込
み
、
次
の
項
目
を
基

本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
推
進

●
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
整
備

●
施
設
入
所
申
込
者
へ
の
対
策

●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援

●
低
所
得
者
へ
の
支
援

●
公
平
・
適
正
な
要
介
護
認
定
の
推
進

●
介
護
予
防
の
推
進

●
市
民
参
加
・
情
報
提
供
の
推
進

●
介
護
保
険
の
健
全
な
運
営

今
後
は
こ
の
第
二
期
計
画
に
基
づ
き
、

各
種
施
策
を
積
極
的
に
進
め
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
な
ど
の
利
便
性
を
は
か
り
ま
す
。

事
業
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
、
介
護

保
険
料
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
な
ど
に
応

じ
て
、
三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
七

年
度
ま
で
適
用
す
る
毎
年
の
新
し
い
保
険

料
も
算
出
し
ま
し
た(

表
１
参
照)

。

財
政
調
整
基
金(

※)

約
一
億
円
を
取
り

崩
す
こ
と
な
ど
で
、
保
険
料
の
値
上
げ
幅

を
抑
え
ま
し
た
が
、
昨
年
度
ま
で
と
比
べ

一
〇
・
七
％
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
理
由
は
、
今
後
介
護
を
必
要

と
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
七
十
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
た
め
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
が
増
え
、
秋
田
市

全
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
増
大
す
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
（
表
２
表
３
参
照)

。

※
財
政
調
整
基
金
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
必
要
な
費
用
が
不
足
し
た
場
合
、

そ
の
財
源
に
充
て
る
お
金

第
２
期
秋
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画

は�

秋田市の高齢化率(65歳以上の人の割合)は増加の一
途をたどると推測されます。
19年度の65歳以上の人口は、平成15年度に比べ

5,239人増えますが、そのほとんどが75歳以上の後期
高齢者の増加によるものです。75歳以上の人口は毎
年５％程度増え続け、19年度には全人口の9.5％を占
め、ほぼ10人に１人が75歳以上と予想されます。

秋田市の人口推計

15
年
度
か
ら
の
事
業
計
画
と
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た

３
年
間
の
事
業
実
績
や

市
民
の
意
見
を
反
映

利
用
件
数
の
増
に
あ
わ
せ
て

介
護
保
険
料
を
改
正

第１号保険者(65歳以上)の保険料表１

表２



つづけよう
やさしい心の
キャッチボール

わたしがこの標語を考えた
とき、４年生のときに手話や
点字を勉強したことを思い出
しました。そのときは「身体
の不自由な人もお年よりも小
さい子も、もちろんわたした
ちも、みんな同じ人間だから
みんななかよくしていこう」
ということを学びました。

わたしの住んでいる下北手にはお年よりの人た
ちがたくさんいます。みなさんはいつもやさしい
言葉であいさつをしてくれます。すると、わたし
もやさしい気持ちになってきます。
こんなふうにいつまでもやさしい言葉を交わし

て、おたがいにやさしい気持ちになっていけたら
いいなと思います。

９月の老人保健福祉月間にちなみ、今年度は寺
内小、下北手小、勝平中から標語を募集しました。
入選したみなさんを紹介します。

●老人保健福祉月間●

小嶋明日香さん
(下北手小５年)

入選者のみなさん

佳
作

第
３
席

老人週間にあたる９月15日(月)～21日(日)は、
休まず開館します。どうぞご利用ください。

標語・看板デザインの入選作品決定！

佐藤雅さん(寺内小４年)
大友和樹さん(下北手小６年)

眞宮晴日香さん(寺内小６年)
小野勝さん(勝平中２年)
雲雀和貴さん(勝平中２年)

太田あいかさん(寺内小５年)
本間稜さん(下北手小４年)
小室彩香さん(勝平中２年)
佐藤真理子さん(勝平中２年)

第
２
席

高齢福祉課tel(866)2095

22日(月)…15日(月)の代休
24日(水)…21日(日)の代休
25日(木)…23日(火)の代休
29日(月)…定休日

９月後半の
休館日

第１席

主な介護サービスの平成14年度の利用実績と15年
度・19年度の供給可能量です。供給可能量は、それぞ
れのサービスについて秋田市内で利用できる量を算出し
たものです。
在宅サービスを円滑に進めるため、ショートステイの

整備を進めるほか、痴呆性高齢者グループホームと有料
老人ホームなどについては整備を早め、平成19年度の
目標値を16年度までに達成することにしています。

なお、施設サービスについては、市内の施設の入所定
員がすでに国の基準を上回っているため、現在のところ
新しい施設整備が困難な状況にあります。

介護サービスの供給可能量

《整備の目標》
●ショートステイ…平成16年度まで50床を増やす予定。
●痴呆性高齢者グループホーム…平成16年度まで９施
設(定員81人)を増やす予定。

●有料老人ホームなど…平成15年８月ですでに整備目
標に到達しています。

老人週間は休まず開館

この看板は９月30日(火)まで、市役所正面玄関前に掲示しています

渡邉麻里子さん(美短附属高等学院３年)看
板
デ
ザ
イ
ン

優
秀
賞
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表３


